
取組事例 魅力あるまちを守り、次の世代へ引き継いでいく
（古平町）

古平町では、医療、福祉、商業など日常生活に必要なサービスを受けられる環境を維持しながら都市
機能の集約を進めるとともに、まちなかの賑わい再生や生活の利便性向上を図っている。
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都市機能の集約とまちなかの賑わい再生
〇主な取組
・複数の機能を集約した中心拠点誘導複合施設を整備し、地域交流セ
ンターにおける文化活動等を通じた多世代交流、観光交流センター

（仮称）を活用した来訪者との交流や図書館における子どもたちの交
流など、都市機能の有機的な結びつきにより施設利用者の交流を促
進し、まちなかの賑わい再生を図った。

健康でいきいきと暮らせる環境づくり

関連数値目標・ＫＰＩ

乳児検診受診率

取組事例 まちづくりと医療・福祉の充実

図書館・地域
交流センターの
利用人数

9,261人 17,852人 12,267人 145.5

取組の推進体制

様々な分野において、関係機関が連携して取組を効果的に推進。

R5の乳児検診受診率は100％で、目標値の
89.5％を大幅に上回る結果となっている。

〇主な取組
・乳幼児健診受診率の向上をはじめ、
保健師・栄養士による乳幼児健康
相談など母子保健事業の取組推進を
通じて、子どもの健康づくりを図った。

〇主な成果
・令和５年度は、地域交流センター、
図書館の利用者数が17,852人と目標
値を大きく上回る結果となり、まち
なかの賑わい再生に繋がった。

〇主な成果
・令和５年度の乳幼児健診受診率、
１歳６ヶ月健診受診率、３歳児健診
受診率に関しては、すべて１００％
と目標を上回った。
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